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ナサ ニ エ ル ・ホー ソ ー ン(NathanielHawthorne,1804-64)の 作 品 に

は、完 全 な善 人 も完 全 な悪 人 も決 して 登 場 しな い 。『緋 文 字 』(TheScarlet

Letter,1850)に お い て 、 悪 鬼 と呼 ば れ 、 「許 され ざ る罪 」 を犯 した チ リ

ン グ ワ ー ス(Chillingworth)で さ え、 そ の 動機 に は ど こか 人 間 ら し さが

感 じ ら れ る し、 反 対 に 立 派 な 牧 師 と尊 敬 さ れ て い る デ ィ ム ズ デ ー ル

(Dimmesdale)は 厂欺 瞞 の罪 」 を犯 し て い る。 自 らを ロ マ ン ス作 家 と称

し なが ら、 ホ ー ソー ン が登 場 人物 を一 つ の 象徴 に限 定 して 描 か な い の は

何 故 だ ろ うか 。 それ は ホ ー ソー ンが 、 人 間 の 心 に は相 反 す る二 つ の性 質

が 同 時 に存 在 す る と考 え、 ど ち らか 一 方 の み を捉 え て人 間 を描 く こ と は

不 可 能 で あ る と悟 っ て い た か らで あ ろ う。 つ ま り、 ヘ ン リー ・ジ ェ ー ム

ズ(HenryJames,1843-1916)が"ThefinethinginHawthorneisthat

hecaredforthedeeperpsychology.Andthat,inhisway,hetriedto

becomefamiliarwithit."(1)と 述 べ て い る よ う に、 ホ ー ソー ン は人 間 の

心 、 特 に深 層 心 理 に早 くか ら着 目 し て い た と考 え られ る 。 深 層 心 理 学 と

は、 フ ロ イ ト(SigmundFreud,1856-1939)や 、 ユ ング(CarlGustav

Jung,1875-1962)に 代 表 され る人 間 の 無 意 識 を研 究 す る学 問 で あ る。

ホ ー ソー ン は深 層 心 理 学 が 発 達 す る約70年 前 に 生 まれ て い た に もか か わ

らず 、 既 に人 間 の 心 に あ る無 意 識 の働 き に気 付 い て いた と言 え る。 そ れ

は、 短 篇 「憑 か れ た 心 」("TheHauntedMind,"1835)の 中 に言 及 され

て い る。

Inthedepthsofeveryheartthereisatombandadungeon,

thoughthelight,themusic,andrevelryabovemaycauseusto

forgettheirexistence,andtheburiedones,orprisonerswhom

theyhide.Butsometimes,andofetenestatmidnight,thosedark

receptaclesareflungwideopen.Inanhourlikethese,whenthe

mindhasapassivesensibility,butnoactingstrength;・ …c2>
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tomb,dungeonを 無 意 識 、1ight,music,revelryを 意 識 と規 定 す れ ば 、

普 段 は意 識 に抑 え られ て い る無 意 識 が 、 真 夜 中 に な る と表 に 出 て くる と

読 む こ とが で き る。 さ ら に 「痣 」("TheBarthmark,"1846)の 中 で は 、

無 意 識 の 欲 望 が夢 とい う具 体 的 な 形 と して 現 わ れ る。

Whenthedreamhadshapeditselfperfectlyinhismemory,

Aylmersatinhiswife'spresencewithaguiltyfeeling.Truth

oftenfindsitswaytothemindclose‐muffledinrobesofsleep,

andthenspeaksuncompromisingdirectnessofmattersin

regardtowhichwepractiseanuncounsciousself-deception,

duringourwakingmoments.(3)

深 層 心 理 学 で は、 人 が夢 を見 る の は 「外 部 か らの刺 激 に じゃ ま され た

り、 現 実 生 活 上 の 制 約 を受 けた り しな い で 、 自 由 に もの を考 え よ う とす

る」(4)ため で あ る、 と定 義 され て い る。 こ こで は エ ル マ ー(Aylmer)の

「ジ ョー ジ ア ナ(Georgiana)の 痣 を と りた い 」 とい う無 意 識 が 、 睡 眠 中 、

意 識 の働 きの 停 止 に よ り夢 とし て現 わ れ て くる。

上 述 の ご と く、 二 つ の短 篇 を通 して 、 ホー ソ ー ン と深 層 心 理 学 の類 似

点 が 見 て取 れ るが 、 『緋 文 字 』を論 じ る に は、 深 層 心 理 学 の 中 で も、 特 に

ユ ン グ の 理 論 が 有 効 で あ ろ う。 そ れ は 、 性 的 欲 望 の み を重 要視 した フ ロ

イ トよ り も、 ユ ング の 方 が よ りホ ー ソー ン の考 え に 近 い と思 わ れ る か ら

で あ る 。 ユ ン グ は、 性 欲 を生 物 学 的 な 深 い 基 礎 と心 理 的 な もの を合 わ せ

持 つ点 で 注 目す べ き動 因 と考 え つ つ 、常 に対 極 的 に存 在 す る両 面 を抑 え、

そ れ ら を共 に受 け て い こ う と した 。 そ して 心 の現 象 として その よ うな も

の が あ る こ とを、 常 に経 験 的 に述 べ よ う とし た の で あ る。 『緋 文 字 』は よ

く言 わ れ て い る よ う に、 姦 通 後 の物 語 で あ る。 ホ ー ソー ン は姦 通 そ の も

の よ りもむ しろ、 人 間 の心 に相 反 す る も の の 同 時 存 在 を認 め、 罪 に対 す

る意 識 、 無 意 識 、社 会 に お け る人 間 の 心 理 、 行 動 を描 い て い る。 これ ら

の 点 に 我 々 は、 ユ ン グ とホ ー ソー ンの 共 通 点 を 見 出 だ す こ とが で き る。

本 稿 は、 ユ ング の 深 層 心 理 学 を通 して 『緋 文 字 』 にお け る 登場 人 物 の精

神 分析 を 目的 とす る も ので あ る。
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第1章:デ ィ ムズ デ ー ル

デ ィ ム ズ デ ー ル を分 析 す る上 で 重 要 な テ ー マ は、 彼 の精 神 的 変 貌 で あ

る とい え る 。 「情 熱 の 罪 」 の 結 果 と し て、 ヘ ス タ ー(Hester)が パ ー ル

(Pear1)を 抱 き晒 し台 に立 た さ れ て 以 来 「欺 瞞 の 罪 」を重 ね て きた デ ィム

ズ デ ー ル で あ るが 、 最 後 の 選 挙 祝 賀 日 に至 っ て 、 か つ て な い 程 の精 神 的

強 さ を 身 に付 け る。 この 精 神 的変 貌 は、 一 見 唐 突 の よ うに 見 え るが 、 実

は彼 の 自己 欺 瞞 と苦 悩 の 日々 の な か で 、少 し ず つ培 わ れ て い た とい え る。

人 間 の 心 は、 安 定 した 意 識 の状 態 を崩 して も、 よ り高 次 の 統 合 性 へ と志

向 す る傾 向 が あ る。 これ を ユ ング は 自 己 実 現 の 過 程 と呼 び 、 そ の過 程 に

お い て 人 間 は大 変 な努 力 と苦 しみ を伴 う とい った 。そ こ で、デ ィム ズ デ ー

ル の 自己 実 現 の過 程 を、 二 つ の 面 か ら探 る必 要 が あ ろ う。 まず 一 っ は、

影 の 問 題 で あ る。

Itwashisgenuineimpulseto.adorethetruth,andtoreckonall

thingsshadow-like,andutterlydevoidofweightorvalue,that

hadnotitsdivineessenceasthelifewithintheirlife.Then;

whatwashe?asubstance?orthedimmestofall

shadows?(5)

ユ ング の い う影 とは 、そ の個 人 の意 識 に よ っ て生 き られ なか っ た 半 面 、

そ の個 人 が 容 認 しが た い とし て い る心 的 内容 で あ り、 そ れ は文 字 通 り、

そ の人 の 暗 い影 の部 分 を為 して い る。 自我 が あ ま りに一 面 的 に な りす ぎ

る時 、そ れ まで 自我 の力 で抑 え ら れ て い た 影 の部 分 が 一 挙 に行 動 化 す る。

デ ィム ズ デ ー ル の 自我 は、"amiracleofholiness"、 ま た は"themouth-

pieceofHeaven'smessagesofwisdom,andrebuke,andlove"(p.142)と

して 人 々 か ら受 けて い た 称 賛 を失 う こ と を恐 れ 、 そ れ ゆ え に彼 は あ い ま

い な 告 白 を し続 け る。 しか し、 ホ ー ソー ン は"Hehadstriventoputa

cheatuponhimselfbymakingtheavowalofaguiltyconscience,but

hadgainedonlyoneothersin,-andaself-acknowledgedshame,

withoutthemomentaryreliefofbeingself-deceived."(p.144)と い っ て 、

彼 を"subtle,butremorsefulhypocrite"と 呼 ぶ の で あ る。 この よ う に聖

職 者 と して 高 い 地 位 を 望 み 、 現 在 の 栄 光 を捨 て られ な か っ た デ ィム ズ

デ ー ル の影 は、徹 夜 の勤 行 の 際 、悪 鬼 、天 使 、彼 の 父母 、ヘ ス タ ー や パ ー
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ル な どの形 を とっ て まぼ ろ し と して 現 わ れ る。 ユ ン グが 厂影 とは た だ無

意 識 の全 体 な の だ 。」(6)とい った よ うに 、 こ こで現 わ れ る まぼ ろ し は実 に

様 々 な形 態 を とっ て は い るが 、 全 て彼 が 目 を そ む けた か っ た 自己 の 内面

で あ ろ う。 そ して デ ィム ズ デ ー ル は これ らの幻 影 に惑 わ され る こ とは な

か った が 、 ホ ー ソ ー ン は"theywere,inonesense,thetruestandmost

substantialthingswhichthepoorministernowdealtwith."(p.145)と 述

べ て 、 影 の 方 が よ り真 実 をつ い て い る とい うの で あ る。

さ て、 これ まで 牧 師 自身 に よ っ て 否 定 さ れ て きた 影 は 、 チ リ ング ワー

ス が ヘ ス タ ー の 前 夫 で あ る こ とを知 っ て 、 徐 々 に 表 面 化 して くる。

Theminister.lookedather,foraninstant,withallthat

violenceofpassion,which‐intermixed,inmoreshapesthan

one,withhishigher,purer,softerqualities‐was,infact,the

portionofhimwhichtheDevilclaimed,andthroughwhichhe

soughttowintherest.(p.194)

さ らに 、ヘ ス タ ー との逃 亡 を決 意 した後 の 森 か らの 帰 路 に お い て 彼 は、

自分 の教 区 の 善 良 な る信 者 た ち に悪 事 を働 きた い 、 とい う欲 求 に駆 られ

る の で あ る。

Intruth,nothingshortofatotalchangeofdynastyandmoral ノ
code,inthatinteriorkingdom,wasadequatetoaccountforthe

impulsesnowcommunicatedtotheunfortunateandstartled

minister.Ateverystephewasincitedtodosomestrange,wild

wickedthingorother,withasensethatitwouldbeatonce

involuntaryandintentional;inspiteofhimself,yetgrowingout

ofaprofounderselfthanthatwhichopposedtheimpulse.(p.217)

牧 師 の 影 は 、 も は や 目 を そ む け る こ とが 不 可 能 な ほ ど牧 師 自 身 の 存 在

を 脅 か す よ う に な り 、 影 の ほ う が 真 実 と な っ て し ま い か ね な い 、 非 常 に

危 険 な 状 態 に あ る 。 彼 は 、 こ の 悪 の 衝 動 が ど こ か ら生 ま れ て く る も の か

も理 解 で き な い 。 し か し そ こ へ 、 彼 自 身 が 悪 と認 め る チ リ ン グ ワ ー ス が

登 場 す る の で あ る 。 牧 師 は 彼 の 書 斎 に 現 わ れ た チ リ ン グ ワ ー ス に 自分 の
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影 を投 影 す る こ とで 、 お の れ の 内 面 に も悪 が あ っ た こ とを認 識 す る。 ユ

ング が 「生 きた 形 態 は 、 塑 像 と して見 え る た め に は深 い影 を必 要 とす る。

影 が な くて は、そ れ は平 板 な幻 影 にす ぎ な い 。」(7)と述 べ て い る よ う に 、理

想 的 な 聖 職 者 で あ ろ う と した デ ィム ズ デ ー ル に も、 暗 い 影 の部 分 が 存 在

す る。 ホー ソー ン は彼 が 自分 自身 の 影 を認 識 して初 め て 、 彼 に偉 大 な神

の 声 を代 弁 す るか の よ うな祝 賀 説 教 の原 稿 を書 く力 を与 え た の で あ る。

次 に、 も うひ とつ の重 要 な側 面 と して 、 ア ニ マ とペ ル ソ ナ が あ る。 ユ

ング は、 外 的環 境 に適 応 し よ う とす る態 度 、 また は外 界 に対 して付 け て

い る仮 面 の こ と をペ ル ソナ と呼 んだ 。 人 間 は 、 外 的 環 境 に適 応 し よ う と

しす ぎ て、 内 的世 界 へ の適 切 な 対 応 を 怠 っ た と き、 神 経 症 に悩 ま され る

こ とに な る。 デ ィ ム ズ デ ー ル の ペ ル ソナ は彼 に 聖 職 者 らし くあ る こ とを

要 求 し、 「情 熱 の罪 」の 告 白 を許 さ な か った 。 この た め、 彼 は 肉体 の 病 気

に悩 ま さ れ 、 ホ ー ソ ー ン は これ を チ リ ン グ ワー ス の 言 葉 を借 り て"A

strangesympathybetwixtsoulandbody!"(p.138)と 言 っ て い る。 一 方 、

ペ ル ソ ナ と相 補 的 な 関係 に あ るの が ア ニ マ と呼 ばれ る もの で あ る。 一 般

に言 う無 意 識 と は、 潜 在 的 に残 った 個 人 的 体 験 に基 づ く もの だ が 、 ユ ン

グ は さ らに奥 深 くに、 人 類 共 通 の普 遍 的 無 意 識 が あ る とし た 。 ア ニ マ は

この 普 遍 的無 意 識 の 中 に あ る元 型 の うち の 一 つ で 、 男 性 の こ こ ろの 像 の

こ とで あ る。 全 て の男 性 は、 心 の奥 に あ る一 つ の 女 性 像 を持 っ て い る と

言 え な い だ ろ うか 。 そ して この 女 性 像 ア ニ マ は 、 男 性 を創 造 か破 滅 か の

岐 路 に立 た せ る危 険 性 を持 つ 。デ ィム ズ デ ー ル は ヘ ス タ ー と出会 い 、厂情

熱 の 罪 」 を犯 した 。 さ ら にヘ ス タ ー は森 で 逃 亡 を そ その か す な ど し て、

デ ィム ズ デ ー ル を誘 惑 す る。 ヘ ス タ ー は確 実 に デ ィム ズ デ ー ル の アニ マ

と し て彼 の人 生 を あ る 方 向 へ 導 い て い る。 そ して つ い に、 本 来 相 補 的 で

あ る は ず の彼 の ペ ル ソナ とア ニ マ の 関係 は崩 れ 始 め るの で あ る。

Noman,foranyconsiderableperiod,-canwearonefaceto

himself,andanothertothemultitude,withoutfinallygetting

bewilderedastowhichmaybethetrue.(p.216)

ホ ー ソー ン は森 か ら戻 った 牧 師 を 、"awiserone;withaknowledge

ofhiddenmysterieswhichthesimplicityoftheformer _nevercould

havereached."(p.233)と 表 現 し て い る。 以 前 の 牧 師 は、 外 面 を取 り繕 う
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た め 、強 く一 面 的 な ペ ル ソナ を身 に付 け て い た 。そ の 後 、ヘ ス タ ー に よ っ

て引 きだ さ れ た 己 れ の影 と、 そ の ヘ ス タ ー が 自分 の ア ニ マ な の だ と認 め

る こ とが"aknowledgeofhiddenmysteries"の 内 容 だ とす れ ば、 こ の

あ と三 日後 の選 挙 祝 賀 日に 突 如 と して現 わ れ る精 神 的 強 さ や 、 秘 密 を告

白 す る力 に つ い て も説 明 が つ く。 そ れ は デ ィ ム ズ デ ー ル が 自己 実 現 に

よ っ て得 た力 で あ る。

ホ ー ソー ン はデ ィ ム ズ デ ー ル を通 して 何 を伝 えた か っ た の か 。 それ は

意 識 と無 意 識 、 自我 と影 、 ペ ル ソナ とア ニ マ の よ う に、 人 間 は相 反 す る

二 面 性 を持 ち なが ら、 そ の 均 衡 を保 ち 、 自己 を確 立 して い か ね ば な らな

い、 とい う こ とで あ ろ う。 それ が 真 に 「個 人 」 と して の 自己 実 現 へ到 達

す る道 で あ る。 聖 職 者 とし て理 想 的 なペ ル ソナ を身 に付 け て い た デ ィム

ズ デ ー ル は、 そ れ と は相 反 す る性 質 の影 や ア ニ マ を 自分 の な か に認 め る

必 要 が あ った 。"Betrue!Betrue!Betrue!Showfreelytotheworld,

ifnotyourworst,yetsometraitwherebytheworstmaybeinferred!"

(p.260)と は 、人 間 が 無 意 識 の 中 で 自分 と相 容 れ な い性 質 を発 見 した とき

に も、 決 し て 隠 す こ とな く曝 け出 し、 今 まで 否 定 して きた 生 き方 や 考 え

方 の なか に肯 定 的 な もの を認 め て 、 そ れ ら を意 識 の 中 に 同化 して い く努

力 をす る こ とで 、 真 の実 体 を も っ た存 在 となれ る、 とい う こ とで は な い

だ ろ う か。

第2章:チ リン グ ワ ー ス

チ リ ング ワー ス は 、 ホ ー ソ ー ンが好 ん で 描 く科 学 者 タ イ プ の 一 人 で あ

る。 しか し、 他 の作 品 の 科 学 者 に比 べ て 、 ホ ー ソー ン は チ リン グ ワ ー ス

に対 して か な り厳 しい 態 度 を とっ て い る。

Inaword,oldRogerChillingworthwasastrikingevidenceof

man'sfacultyoftransforminghimselfintoadevil,ifhewill

only,forareasonablespaceoftime,undertakeadevil'soffice.

Thisunhappypersonhadeffectedsuchatransformationby

devotinghimself,forsevenyears,totheconstantanalysisofa

heartfulloftorture,andderivinghisenjoymentthence,and

addingfueltothosefierytortureswhichheanalyzedand

gloatedover.(p.170)
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第1章 で見 た よ う に、 デ ィム ズ デー ル は 自 ら の影 をチ リ ング ワ ー ス に

投 影 し て い る。 デ ィ ム ズ デ ー ル が 影 を投 影 す る対 象 と して 、 『緋 文 字 』に

は徹 底 した悪 の存 在 が 必 要 だ った ので あ る。 こ の た め 、 チ リン グ ワー ス

とデ ィ ム ズ デ ー ル は、 あ らゆ る点 にお い て対 照 的 に描 か れ て い る 。 デ ィ

ム ズ デ ー ル は激 情 に駆 られ 何 度 も曖 昧 な告 白 を繰 り返 す が 、 牧 師 とい う

世 俗 的 な地 位 を捨 て られ な い 。 内 面 の葛 藤 に悩 ま さ れ るの も自分 の ペ ル

ソナ に固 執 す るが ゆ え で あ る。 一 方 、 チ リ ン グ ワ ー ス は、 晒 し台 に登 る

我 が 妻 を見 て沸 い たiii`の 激 情 も意 志 の力 で 本 性 の 深 み に埋 め た 。 そ し

て 内 面 ばか り を見 詰 め る こ とが 癖 に な り、 外 界 の 出 来事 に は ほ とん ど関

心 が な い。 ユ ング は、 自分 と反 対 の タ イ プ の 人 間 に魅 力 を感 じ る よ う に

な るの は、 自分 の 内部 に お け る個 性 化 の過 程 が 外 に 向 か っ て呼 応 す るた

め で あ る と考 えた 。 ホ ー ソー ン も序 章 『税 関 』(TheCustomhouse)の 中

で 、"ltcontributesgreatlytowardsaman'smoralandintellectual

health,tobebroughtintohabitsofcompanionshipwithindividuals

unlikehimself,who-carelittleforhispersuits,andwhosesphereand

abilitieshemustgooutofhimselftoappreciate."(p.24)と 語 り、 デ ィム

ズ デ ー ル とチ リ ン グ ワ ー ス との 出 会 い を"Therewasafascinationfor

theministerinthecompanyofthemanofscience."(p.176)と 述 べ て い

る 。 しか しは じめ に抱 い た魅 力 は、 自分 の劣 等 機 能 を持 つ もの に対 す る

嫌 悪感 へ と次 第 に 変 化 す る。

True,helookeddoubtfully,fearfully,‐even,attimes,with

horrorandthebitternessofhatred,‐atthedeformedfigureof

theoldphysician.Hisgestures,hisgait,hisgrizzledbeard,his

slightestandmostindifferentacts,theeveryfashionofhis

garments,wereodiousintheclergyman'ssight;atoken,

implicitlytobereliedon,ofadeeperantipathyinthebreastof

thelatterthanhewaswillingtoacknowledgetohimself.(p.140)

.デ ィム ズ デ ー ル は、 これ程 の嫌 悪 感 を抱 い た相 手 に 自分 の劣 等 機 能 を

結 び つ け、 最 終 的 に個 性 化 の道 を辿 って い る とい え る が 、 一 方 、 彼 の 劣

等 機 能 とい う役 割 を 担 っ て き た チ リ ン グ ワー ス は ど う な った で あ ろ う

か 。 ホ ー ソー ンは"ThisdiabolicalagenthadtheDivinepermission,
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fora.season,toborrowintotheclergyman'sintimacy,andplotagainst

hissou1."(p.183)と 言 っ て 、彼 を 悪 魔 の 象 徴 と し て 描 き つ つ 、 や は り そ の

暗 い 局 面 の み を 捉 え て 人 間 を 描 く こ と が で き な か っ た と見 え る 。確 か に 、

彼 の 罪 は 「許 さ れ ざ る 罪 」 で は あ る け れ ど も、"thewoman,inwhomhe

hopedtofindembodiedthewarmthandcheerfulnessofhome"(p.118)

に 深 く傷 つ け ら れ た こ と が す べ て の 動 機 で あ る と設 定 し て い る の で あ

る 。 そ し て 最 後 に 、 デ ィ ム ズ デ ー ル の 精 神 的 成 長 を 促 す た め に 、 悪 魔 的

役 割 を 果 た し て き た チ リ ン グ ワ ー ス に 、 ホ ー ソ ー ン は 深 い 同 情 を 示 し て

い る 。

But,toalltheseshadowybeings,solongournearacquain-

tances,‐aswellRogerChillingworthashiscompanions,‐we

wouldfainbemerciful.Itisacurioussubjectofobservationand

inguiry,whetherhatredandlovebenotthesamethingat

bottom.∴ ・…Inthespiritualworld,theoldphysicianandthe

minister‐mutualvictimsastheyhavebeen‐may,unawares,

havefoundtheirearthlystockofhatredandantipathytrans-

mutedintogoldenlove.(p.260)

第3章:ヘ ス タ ー

ヘ ス タ ー 分 析 に お け る 二 本 の 柱 は 、 置 き換 え に よ る 自 我 の 防 衛 規 制 と

ア ニ ム ス の 問 題 と い え る 。 ま ず 、 ヘ ス タ ー は何 故 ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの

地 に と ど ま っ た の だ ろ う か 。

Here,shesaidtoherself,hadbeenthesceneofherguilt,and

hereshouldbethesceneofherearthlypunishment;andso,

perchance,thetortureofherdailyshamewouldatlengthpurge

hersoul,andworkoutanotherpuritythanthatwhichshehad

lost;moresaint-like,becausetheresultofmartyrdom.(p.80)

ホ ー ソ ー ン も"Hersin,herignominy,weretherootswhichshehad

struckintothesoil."(p.80)と 述 べ て い る よ う に 、 彼 女 は こ の 地 で 罪 を 償

う こ と を 運 命 づ け ら れ て い た の だ と も 考 え ら れ る 。 し か し 人 間 は 、 無 意
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識 に 起 こ し た 行 動 に 対 し て 適 当 な 理 由 を 付 け る も の で あ る 。 つ ま り、 無

意 識 内 に 起 こ っ て き た 願 望 、 空 想 な ど の 心 の 内 容 を そ の ま ま意 識 化 す る

と、 不 安 、 不 快 、 罪 悪 感 、 恥 な ど の 情 動 を体 験 す る よ う な 場 合 に 、 自 我

は そ の 葛 藤 を 無 意 識 化 に 押 し 込 め よ う と す る 。 そ し て そ れ ら の 情 動 を 、

現 実 原 則 に 合 う よ う に 置 き換 え て 処 理 し て い くの で あ る 。 ヘ ス タ ー の 場

合 に も"itmightbethatanotherfeelingkeptherwithinthesceneand

pathwaythathadbeensofatal."(p.80)と 語 ら れ る よ う に 、 自 我 の 防 衛

規 制 が 働 い て い る と い え る 。

Theredwelt,theretrodethefeetofonewithwhomshedeemed

herselfconnectedinaunion,that,unrecognizedonearth
,would

bringthemtogetherbeforethebaroffinaljudgment ,andmake

thattheir. .marriage‐altar,forajointfuturityofendless

retribution.Overandoveragain,thetempterofsoulshadthrust

thisideauponNester'scontemplation,andlaughedatthe

passionateanddesperatejoywithwhichsheseized,andthen

strovetocastitfromher.Shebarelylookedtheideaintheface
,

andhastenedtobaritinitsdungeon .(p.80)

こ う い っ た 妄 念 を 無 意 識 下 に 押 し込 め 、苦 難 の 日 々 を 送 っ た と し て も 、

そ れ は 罪 を 償 う こ と に は な ら な い 。 ヘ ス タ ー が 心 底 か ら悔 い 改 め て い な

い 証 拠 に 、 森 で デ ィ ム ズ デ ー ル に 逃 亡 を 促 す 場 面 に お い て 、"Thus,we

seemtoseethat,asregardedHesterPrynne ,thewhole-sevenyearsof

outlaw.andignominyhadbeenlittleotherthanapreparationforthis

veryhour."(p.200)と 記 さ れ 、彼 女 の 無 意 識 は た だ ひ た す ら デ ィ ム ズ デ ー

ル と 結 ば れ る こ と を 望 ん で い た 、 と 明 か さ れ る の で あ る 。 ま た 彼 女 自 身 、

"Youhavedeepl
yandsorely-repented.Yoursinisleftbehindyou,in

thedayslongpast.Yourpresentlifeisnotlessholy;inverytruth ,than

itseemsinpeople`'seyes.Istherenorealityinthepenitencethus

sealedandwitnessedbygoodworks?Andwhereforeshoulditnot

bringyoupeaceP"(p.191)と 述 べ て い る よ う に 、 お 互 い の 罪 は 償 わ れ た ・

と 考 え て い る が 、 ホ ー ソ ー ン は こ れ に 反 対 し て い る 。"Andbethestern

andsadtruthspoken,thatthebreachwhichguilthasoncemadeinto
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thehumansoulisnever,inthismortalstate,repaired."(p.200)最 後 の 晒

し台 の 場 面 に 至 って 尚 、 ヘ ス タ ー に は罪 の意 識 が な く、 デ ィム ズ デ ー ル

との 未 来 で の 永 遠 の結 合 を願 うが 、 それ に対 す るデ ィ ム ズ デー ル の答 え

は 「否 」 で あ る。 自己 実 現 を果 た した デ ィム ズ デ ー ル が ホ ー ソー ン と見

解 を 同 じ くし て い るの に対 し、ヘ ス タ ー の そ れ が 異 な る の は、そ こ に ホ ー

ソ ー ンの 無 意 識 の 男 性 像 、 女 性 像 が 現 わ れ て い る た め とい え るだ ろ う。

第1章 で 、男 性 の 自己 実 現 に お い て の ア ニ マ と の統 合 に っ い て述 べ た 。

そ こで こ こで は アニ マ と対 を為 す ア ニ ム ス の 問題 を用 い て 、 女 性 の 自己

実 現 に つ い て 述 べ た い 。 ア ニ ム ス と は女 性 の こ こ ろ の像 の こ とで あ り、

女 性 の な か の男 性 ら し さで あ る とい え る。 女 性 が 女 性 ら し く生 きて い く

う ち に押 し込 め られ た 感 情 は 、 「～ す べ きで あ る 」 「～ で な け れ ば な らな

い 」 とい う、 頑 固 な 意 見 と して 外 に現 わ れ て くる こ とが 多 い 。 これ らの

思 考 はヘ ス タ ー に も訪 れ るが 、 ホ ー ソー ン は これ を危 険 な もの と捉 え て

い る。

Inherlonesomecottage,bythesea-shore,thoughtsvisitedher,

suchasdaredtoenternootherdwellinginNewEngland;

shadowyguests,thatwouldhavebeenasperilousasdemonsto

theirentertainer,couldtheyhavebeenseensomuchas

knockingatherdoor.(p.164)

ユ ング は、 ア ニ ム ス は女 性 が これ と同化 して し ま う よ う な場 合 、 女 ら

し さ を失 う危 険 性 を持 つ が 、 そ れ を意 識 の 中 に統 合 した とき 、 女性 の 自

我 は よ り高 い 自己 と結 ば れ て い く と言 っ て い る。 しか し ホー ソ ー ン は

"suchahopelesstask"と 言 っ て
、 こ の変 化 の過 程 に さ え 否 定 的 で あ る。

Finally,allotherdifficultiesbeingobviated,womancannottake

advantageofthesepreliminaryreforms,untilsheherselfshall

haveundergoneastillmightierchange;inwhich,perhaps,the

etherealessence,whereinshehashertruestlife,willbefoundto

haveevaporated.Awomanneverovercomestheseproblemsby

anyexerciseofthought.Theyarenottobesolved,oronlyin

oneway.Ifherheartchancetocomeuppermost,theyvanish.
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(p.165)

『緋 文 字 』の ヒ ロ イ ン 、ヘ ス タ ー も一 旦 は ア ニ ム ス の問 題 に 直 面 す るが 、

自我 との統拿 を果たさぬうちに、心の奥に閉じこめられた女 らしさを取

り戻 す 。 そ れ は病 み疲 れ た 牧 師 を救 うた め 、 森 で二 人 が 逃 亡 を決 意 した

後 、 ヘ ス タ ーが 緋 文 字 を胸 か ら外 し、 お仕 着 せ の帽 子 を脱 い で豊 か な黒

髪 を露 に し、 や さ し い微 笑 を浮 か べ る と こ ろ に表 れ て い る。 しか しア ニ

ム ス の 問 題 を投 げ 出 し、 自 己 実 現 を達 成 で き なか っ た ヘ ス ター は、 と う

と う神 の 次 元 に お け る罪 の意 義 につ い て 、理 解 で き な い ま ま、 愛 人 デ ィ

ム ズ デ ー ル の 死 を迎 え る の で あ る。 最 後 に ヘ ス タ ー は、 一 度 は離 れ た恥

辱 の地 に 再 び戻 り、 自 ら緋 文 字 を身 に付 け るが 、 この時 点 で は も う完 全

に ア ニ ム ス を意 識 下 に押 し込 め て し ま っ て い る と い え る。 そ れ は人 々 か

ら あ ら ゆ る 相 談 を も ち か け ら れ る よ う に な っ た ヘ ス タ ーが"She

assuredthem,too,ofherfirmbelief,that,atsomebrighterperiod
,

whentheworldshouldhavegrownripeforit,inHeaven'sown-time ,

anewtruthwouldberevealed,inordertoestablishthewholerelation

betweenmanandwomanonasurergroundofmutualhappiness ."

(p.263)と 時 間 の経 過 に依 存 的 にな っ て い る こ とか ら も伺 え る の で あ る 。

ホ ー ソ ー ン は 、 女 性 に ア ニ ム ス を統 合 して よ り強 く高 い 次 元 で生 き る

こ と を望 ん で い な か った の で は な い だ ろ うか 。 一 般 の男 性 は、 女 性 が ア

ニ ム ス に 目覚 め る こ とを好 まな い 。 ヘ ス タ ー が 、 ア ニ ム ス の問 題 を投 げ

出 し、 女 性 らし さ や デ ィ ム ズ デ ー ル へ の一 途 な 愛 を優 先 させ た こ とに 、

我 々 は ホ ー ソ ー ンの 無 意 識 の女 性 像 を見 る こ とが で き る の で あ る。

第4章:パ ー ル

パ ー ル を一 人 の人 格 を持 った 人 間 と し て分 析 す る こ とは難 し い。 何 故

な らパ ー ル は"athingincapableandunintelligentofhumansorrow"

(p.93)と して 描 か れ て い るか らで あ る。そ して様 々 な場 面 に お い て 、パ ー

ル は母 親 で あ るヘ ス タ ー の 心 に働 きか け、 時 に苦 悩 を与 え な が ら も、 確

実 にヘ ス タ ー を堕 落 か ら救 って い る。 ヘ ス タ ー が罪 と恥 辱 か ら逃 亡 し よ

う と、 緋 文 字 を投 げ捨 て た とき、 これ を戒 め た の はパ ー ル で あ っ た し、

また 、 思 索 の人 生 を歩 も う とした ヘ ス タ ー が 、 ア ン ・ハ ッ チ ン ソ ンの よ

うに新 興 宗 派 の 女 教 祖 と して歴 史 に名 を残 さず に す ん だ の は、 神 がパ ー
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ルを精神界から与えたためであるといえる。 これらのパールの働 きは、

ヘスターの心の内部で機能する トリックスターの働 きである。 トリック

スターとは、いたずら者、ペテン師などとも訳 され、神話、伝説の世界

にもしばしば登場する道化の ことであるが、我々の心の内部にもトリッ

ク ス タ ー は存 在 し、 時 に破 壊 的 に、 時 に創 造 的 に心 に働 きか け る。 い た

ず ら者 ト リ ック ス ター 、 パ ー ル は、 手 に い っ ぱい の野 の 花 を一 輪 ず つ 母

親 の 胸 の緋 文 字 に向 か っ て投 げつ け た り、 刺 のつ い た も み をAの 輪 郭 に

そ っ て並 べ た りす る。 また 、 た びた び緋 文 字 の意 味 を尋 ね て母 親 を困 ら

せ る の で あ るが 、 ヘ ス タ ー は"afeelingthatherpenancemightbestbe

wroughtoutbythisunutterablepain"(p.97)と 観 念 し て 、 黙 って パ ー ル

を見 つ め る。そ れ はデ ィム ズ デ ー ル が"thatthisboonwasmeant,above

allthingselse,tokeepthemother'ssoulalive,andtopreserveherfrom

blackerdepthsofsinintowhichSatanmightelsehavesoughtto

plungeher!"(p.114)と 言 っ た よ う に、 パ ー ル が ヘ ス タ ー を堕 落 か ら救 う

役 割 を負 っ て い た か らで あ ろ う。 この 時 、 パ ー ル は 自分 の役 割 を正 し く

評 価 した デ ィム ズ デ ー ル に感 謝 の意 を表 し て彼 の 手 に ほ お ず りす る の で

あ る が 、この 時 以 外 は、自 らの 罪 とパ ー ル の存 在 を認 め よ う とし な い デ ィ

ム ズ デ ー ル に、"Thouwastnotbold!-thouwastnottrue!"(p.225)と

言 っ て 、 彼 を救 お う とは しな い の で あ る 。

"Comeaway
,mother!Comeaway,oryonderoldBlackMan

willcatchyou.!Hehathgotholdoftheministeralready.Come

away,mother,orhewillcatchyou!'Buthecannotcatchlittle

Pearl!"(p.134)

最 後 の 小 川 の場 面 に お い て 、 パ ー ル は トリ ッ ク ス タ ー とし て の役 割 を

最 大 限 に果 た す 。 緋 文 字 を投 げ 捨 て 、 女 性 とし て の 美 と魅 力 を取 り戻 し

た ヘ ス タ ー に向 か っ て、 権 威 ぶ った 態 度 で 緋 文 字 の あ るべ き場 所 を指 差

し、 自 由 な 解 放 感 に浸 っ て い るヘ ス タ ー に反 省 を 促 す が 、 ヘ ス ター が 再

び 緋 文 字 を身 に付 け る と、 パ ー ル は母 親 の も とへ 駆 け寄 り、額 と頬 に接

吻 す る。 そ して 同 時 に 無 意 識 の働 き ト リ ック ス タ ー は、 緋 文 字 に も接 吻

せ ず に は い られ な い の で あ る。 緋 文 字 はヘ ス タ ー に恥 辱 と苦 悩 の 日 々 を

与 えた が 、彼 女 の 思 想 の 自 由 を 止 め る こ とは で き な か っ た 。そ こで 、パ ー
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ル が ヘ ス タ ー を 悪 魔 の 誘 惑 か ら救 う と 同 時 に 、 ヘ ス タ ー の 罪 を 罰 し 、 堕

落 を 阻 止 す る 役 割 を 演 じ た の で あ る 。 そ し て 最 後 の 晒 し台 の 場 面 に お い

て パ ー ル は 、 こ の ト リ ッ ク ス タ ー と し て の 役 目 を 終 え る 。

Pearlkissedhislips.Aspellwasbroken.Thegreatsceneof

grief,inwhichthewildinfantboreapart,haddevelopedallher

sympathies;andashertearsfell .uponherfather'scheek,they

werethepledgethatshewouldgrowupamidhumanjoyand

sorrow,norforeverdobattlewiththeworldbutbeawomanin

it.Towards.hermother,too,Pearl'serrandasamessengerof

anguishwasallfulfilled.(p.256)

結 論

ホ ー ソ ー ン は1840年 元 旦 、 許 婚 者 ソ フ ィ ア ・ピ ー ボ デ ィ(Sophia

Peabody,1809-71)に 宛 て た 手 紙 の 中 で 次 の よ う に 語 っ て い る 。

Ihaveamind,someday,tosendmydearestajournalofallmy

doingsandsufferings,mywholeexternallife ,fromthetimeI

awakeatdawn,tillIclosemyeyesatnight.Whatadry ,dull

historywoulditbe!Butthen,lifethroughouttheself‐same

day‐myfitsofpleasantthought,andthoselikewisewhichare

shadowedbypassingclouds‐theyearningsofmyheart _toward

myDove‐mypicturesofwhatwearetoenjoytogether .

Nobodywouldthinkthatthesamemancouldlivetosuch

differentlivessimultaneously.Butethen,asIhavesaidabove

thegrosserlifeisadreamandthespirituallifeareality .(8)

実 際 に は 厂税 関 」 に お い て 、"wemayprateofthecircumstancesthat

liearoundus,andevenofourself,butstillkeeptheinmostMebehind

itsveil."(p.4)と 述 べ て い る よ う に 、 ホ ー ソ ー ン の"spirituallife"に つ い

て は 、 直 接 的 な 言 葉 で 語 ら れ て い な い 。 そ こ で 、 ホ ー ソ ー ン の 無 意 識 を

作 品 の 中 か ら探 っ て い か な ぐて は な ら な い の で あ る 。 『緋 文 字 』は 人 間 の

内 な る 世 界 を 描 い た 傑 作 で あ り 、 こ こ に は 作 者 の 無 意 識 が よ く描 か れ て
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い る。 社 会 の一 員 とし て 生 きね ば な らな い 外 面 的 な 自分 と、作 家 として

自己 の 内面 に 眼 を 向 け 、 そ の 間 で悩 む ホ ー ソ ー ンの 葛 藤 は デ ィム ズ デ ー

ル に表 れ て い る し、 他 人 の 心 の深 層 を観 察 せ ず に は い られ な い 性 格 は、

チ リ ング ワー ス に描 か れ て い る。 また ヘ ス タ ー が 、 自 己 実 現 の 過 程 を歩

まず 、 愛 を選 ん だ こ と に ホ ー ソー ンの 女 性 像 が 表 れ て い る ので あ る。

フ ロイ トが1895年 に ヒ ス テ リー 患 者 の症 例 につ い て 発 表 し、 深 層 心 理

学 が発 達 す る約45年 前 に、 この 心 理 小 説 『緋 文 字 』 は生 ま れ て い る。 に

もか か わ らず 、 現 代 の深 層 心 理 学 に も通 ず る人 間性 につ い て の ホ ー ソー

ンの 深 い洞 察 が 、現 在 まで この物 語 を傑 作 と して い る理 由 で あ ろ う。ホー

ソー ン は人 間 が 決 し て善 や 悪 、ど ち らか一 つ の み で は生 き られ な い こ と、

無 意 識 の 心 に は外 面 の 自分 とは相 反 す る人 格 が存 在 して い る こ と、 ま た

自 己 実 現 の 過 程 に お け る激 しい 内 面 の 葛 藤 に 、 人 間 が人 間 で あ る ゆ え の

悲 劇 性 を 見 出 だ し て い る 。 つ ま り、 『緋 文 字 』 に 述 べ ら れ て い る"the

darkeningcloseofataleofhumanfrailtyandsorrow"(p.71)と は 、 ま

さ に こ の よ うな人 間 性 に つ い て 出 し た 、 ホ ー ソ ー ンの 悲 しい結 論 だ った

の で あ る。
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